
0-1 原稿用紙の使い方

a
共
通

-
I

次
の
文
章
は
E
s
G
投
資
の
拡
大
に
関
す
る
も
の
で
あ

る。
原
稿
用
紙
の
使
い
方
と
し
て
不
適
―

切
な
と
こ
ろ
は
何
か
所
あ

る
か 、

間
違
い
の
数
を
答
え
な
さ
い 。

一

｀》 ·⑳ 

◎
原
稿
用
紙
の
使
い
方

・
段
落
の
最
初
は
(
-
マ
ス）
空
け

る。

．
感
嘆
符
（
l）

や
疑
問
符
（
？）
は
（
使
わ
な
い） 。

・
旬
読
点
(

0

)

(、
)

や
カ
ギ
括
弧
（
「」
）

な
ど
の
記
号
は 、
(
-
マ
ス）

使
っ

て
書
く
の
が
基
本 。
た
だ
し 、

例
外
が
あ

る。

例
外一
·
：

旬
点
(

O

)

と
閉
じ
括
弧
（」
）
が
続
く
と
き
は
（
同
じ
マ
ス）
に
書
く 。

O＿
「
春
が

来
た

。」＿

例
外
二
…

句
読
点
が
行
の
先
頭
に
く

る
と
き
は 、

直
前
の
行
の
（
最
後
の）
マ

ス
に
柑
く 。

〇
数
字
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
書
き
方

・
数
字
は
（
漠
数
字）
を
使
う 。

0＿
二

〇
二

五

年＿

・
単
位
を
表
す
記
号
は
（
カ
タ
カ
ナ）
で
書
く 。

O＿一―-
八
パ

ー
セ
ン

ト＿

＿
五
キ
ロ

メ
ー

ト
ル＿

・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
横
に
寝
か
せ
て
書
く 。
一
マ
ス
に
大
文
字
は
（
一
）

文
字 、

小
文
字
は
（
二）

文
字
書
く 。

〇
I

S
 p
r

 in
 g
 
h
a

 s
 
c
o

 mel
 

・
略
号
は
(
-
マ
ス）

ず
つ
書
く 。

冑

［

-
騒a

,

一

次
の
文
章
は
オ
ー

バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
も
の
で
あ

る。
原
稿
用
紙
の
使
い
方
と
し
て
不

一

適
切
な
と
こ
ろ
は
何
か
所
あ

る
か 、

間
違
い
の
数
を
答
え
な
さ
い 。

の特 第れ こ活 光オ

観 に 1 るの ‘

客l

光 s に ゜ 問観 がバ

地N 題光 集l

に S s の体 中ツ
観 でN 原験 すl

光話 s 困に るリ．
．
． 

．
客．
． 集
が
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．
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．
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．
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�
�
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．
題
．
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．
． 
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．
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・

．
． 
・

．
． 
・

�ヤ

ヤ

・

� 

� 

� 

や口

コ

に 悪 こ ズ

は影 とム
い響 でと

中所 ミ くを ‘ は

すが の つ及 環
‘

る注 旦＂ノク かぼ 境観
傾目 響 のす や光
向を が 要現 地地
が集

挙 困象 域に
あめ げ がを 住過
る ‘ ら 考指 民剰

゜ ーれ えすのの

部る ら ゜ 生蝕

〈
共
通〉

原
稿
用
紙
の
使
い
方
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0-2 小論文の墓礎

a
共
通

②
各
段
落
①
か
ら
③
に
は
書
き
方
の
誤
り
を
含
む
も
の
が
あ
る 。
段
落
番
号
①
か
ら
③
の
そ
れ
一

ぞ
れ
に
つ
い
て
誤
り
の
数
を
答
え
な
さ
い 。

重る野 楽な
------•------—●...... 9-------•------＿●．．．．．．と．．．．．．ー•-------

要 ゜を し知の重
------•------—●...... 9-------•------＿●．．．．．．と．．．．．．ー•-------

だ 広 い識時要�-----•------—●......キ-------•------＿●．．．．．． . .

と げ と をに な

IO 

②
書
く
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

・
具
体
的
な
事
例
や
根
拠
を
示
す 。

・
一
部
の
人
し
か
知
ら
な
い
表
現
や
単
語
は
使
わ
な
い 。

・
自
分
の
気
持
ち
な
ど
（
感
情）
を
表
す
言
葉
の
使
用
は
避
け
る 。

e
楽
し
い
・

辛
い
・

心
配
す
る

・
「
絶
対
に」
な
ど
の
極
端
な
表
現
は
避
け
る 。

・
一
人
称
は
（
私）
を
使
う 。

-
I

読
書
の

重
変
性
に
つ
い
て
書
か
れ
た
次
の
文
章
に
つ
い
て 、
あ
と
の
IUJ
い
に
答
え
な
さ
い 。

〈
共
通〉

小
論
文
の
基
礎

｀象

◎
作
文
と
小
論
文
の
違
い

作
文
…
自
分
の
感
想
や
価
値
観
を
読
み
手
に
伝
え
る
た
め
の
文
章 。

〇
夜
景
で
見
る
東
京
タ
ワ
ー

は
美
し
い 。

小
論
文·：
自
分
の
（
意
見）
と
そ
の
（
根
拠）
を
論
理
的
に
説
明
し 、
読
み
手
を

（
納
得
さ
せ
る）
た
め
の
文
章 。

東
京
タ
ワ
ー

は
三
三
三
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
を
誇
る
鉄
塔
で
あ
る 。

魯`

 

〇
小
論
文
の
書
き
方

①
基
本
構
成：•
三
段
落
構
成
が
基
本 。
序
論
↓

本
論
↓

粘
論
の
順
で
書
く 。

0
序
論
…

問
題
に
対
す
る
（
自
分
の
主
張）
を
簡
潔
に
述
べ
る
段
落 。

0
本
論
…

客
観
的
事
実
を
も
と
に 、
（
根
拠）
や
（
具
体
例）
を
挙
げ 、
自
分

の
主
張
が
正
し
い
こ
と
を
述
べ
る
段
落 。
二 、
三
段
落
使
う
こ
と
も

あ
る 。

〇
結
論
…

本
論
ま
で
の
内
容
を
ま
と
め 、
（
解
決
策）
を
述
べ
る
段
落 。

·⑳ 

とさ そま 悶 そし ； そま つこ と だし
こて れた のた した まの こがか

，ろ とは にたが にて り よぅ ろ し
で も め つ が

て に

＾ 目ヽ 農 るく前の する
り 前の 前 と前の をと

の こ
と 容内 e 塁 〖

述は

［ 鷹
表
t

を
対r 

し

に
ベる 逆^

の 対 ま^ ノ場ロ ーのる ど し
゜

［ てヽ て と が多 こ
とめ

か そ 後 るヽ いを
畠 の ろ °述 は

嚢
の ベ た

舟 塁 召 g の
＾ g を 後

並 ろ
ベ にヽ た 界や

1 し
＾ g ヽ

て
重
要
な

が た こ

接
紬
語
を
正
し
く
使
う 。

・
常
体
（
ー
だ．
ー
で
あ
る）
を
使
う 。

・
話
し
言
葉
は
使
わ
な
い 。

・
（
主
語）
と
（
述
語）
は
正
し
い
関
係
で
書
く 。

＿

I
大
学
教
育
の

重
要
性
に
つ
い
て
書
か
れ
た
次
の
文
章
に
つ
い
て 、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い 。

①
正
し
い
段
落
構
成
に
な
る
よ
う
に 、
段
落
番口
女
①
か

②
各
段
落
①
か
ら
④
に
は
書
き
方
の
誤
り
を
含
む
も
の

ぞ
れ
に
つ
い
て
誤
り
の
数
を
答
え
な
さ
い 。

ら
④
を
並
び
替
え
な
さ
い 。

が
あ
る 。
段
落
番
号
①
か
ら
④
の
そ
れ

·1) 
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0-3 テーマ型小論文

a
共
通

◎
テ
ー
マ
型
小
論
文
…
あ
る
テ
ー
マ
が
与
え
ら
れ、

そ
の
解
決
策
を
述
べ
る
小
論
文。

ど
ち
ら
か
の
立
場
を
選
択
す
る
意
見
対
立
塑
や
問
題
の
解
決
策

を
述
べ
る
問
題
解
決
型
な
ど
が
あ
る。

O-
Tー
マ
型
小
論
文
を
書
く
手
順

①
意
見
対
立
型

〇
設
問
か
ら、
何
が
（
比
較）

さ
れ
て
い
る
の
か
を
読
み
取
る。IIIIIIIII‘

0
自
分
の
（
立
場）

を
明
確
に
す
る。
●111111111111,L
序
論
で
述べ
る。
一

IIIIIIIIII
 

0
自
分
の
立
場
を
読
み
手
に
説
術
さ
せ
る
（
根
拠）

を
挙
げ
る。IIIIIIIII‘
 

〇
挙
げ
た
根
拠
の
中
か
ら、

書
き
や
す
い
も
の
を
選
ぶ。
●＇』
本
嘩
で
述べ
る。
一

IIIIIIIIII
 

0
こ
れ
ら
を
整
理
し、

基
本
構
成
に
従
っ
て
書
い
て
い
く。

序
論
の
書
き
出

し
は
次
の
よ
う
に
す
る
と
よ
い。

私
は
ー
に
反
対
（
賛
成）
で
あ
る。
な
ぜ
な
ら
【
根
拠】
だ
か
ら
で
あ
る。

私
は
死
刑
制
度
に
賛
成
で
あ
る。
な
ぜ
な
ら、
国
民
の
多
数
が
支
持
す
る
背
一

景
に
は、

杜
会
の
安
全
と
秩
序
維
持
に
対
す
る
強
い
願
い
が
あ
る
と
考
え
る

か
ら
で
あ
る。

Lふり'`

 

②
問
題
解
決
型

0
設
問
か
ら
何
に
対
す
る
（
解
決
策）

を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
理
解
す
る。

0
な
ぜ、
そ
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
か、
そ
の
（
原
因）
を
挙
げ
る。
•'i

IIIIIIIII・

｀
 

〇
原
因
の
（
解
決
策）
を
複
数
挙
げ
る。

一
本
論
で
述ぺ
る。
一`

 

〇
挙
げ
た
解
決
策
の
中
か
ら、

実
現
可
能
な
も
の
を
選
ぶ。

IIIIIIIIII

-
I

夫
婦
別
姓
に
つ
い
て
賛
成
か、

反
対
か、

あ
な
た
の
意
見
を
述
べ
な
さ
い。
（
四
0
0
字）

「石l

一

闇
バ
イ
ト
が
問
題
と
な
っ
て
い
る。
あ
な
た
な
り
の
解
決
策
を
次
の
手
顛
に
従
っ
て
考
え
な
さ

、
。し

一

①
何
に
対
す
る
解
決
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か、

答
え
な
さ
い。

一

②
な
ぜ
闇
バ
イ
ト
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
か、
そ
の
原
因
を
挙
げ
な
さ
い。

一

③
②
で
挙
げ
た
原
因
に
つ
い
て、

解
決
策
を
い
く
つ
か
書
き
な
さ
い。

一

④
③
で
挙
げ
た
解
決
策
の
中
か
ら
実
現
可
能
な
も
の
を
選
び、

書
き
出
し
な
さ
い。

一

固
m
i
田
ま
で
の
解
答
を
ふ
ま
え、

基
本
構
成
に
従
っ
て
四
0
0
字
以
内
で
あ
な
た
の
考
え
を

一

述
べ
な
さ
い。

0
こ
れ
ら
を
整
理
し、

基
本
構
成
に
従
っ
て
書
い
て
い
く。

序
論
で
は
解
決

す
る
問
題
と
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
る
と
よ
い。

8

[
ji
り
日
汀
0めロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ」

〈
共
通〉

テ
ー
マ
型
小
論
文
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0-3 テーマ型小論文

a
共
通

◎
テ
ー
マ
型
小
論
文
…
あ
る
テ
ー
マ
が
与
え
ら
れ、

そ
の
解
決
策
を
述
べ
る
小
論
文。

ど
ち
ら
か
の
立
場
を
選
択
す
る
意
見
対
立
塑
や
問
題
の
解
決
策

を
述
べ
る
問
題
解
決
型
な
ど
が
あ
る。

O-
Tー
マ
型
小
論
文
を
書
く
手
順

①
意
見
対
立
型

〇
設
問
か
ら、
何
が
（
比
較）

さ
れ
て
い
る
の
か
を
読
み
取
る。IIIIIIIII‘

0
自
分
の
（
立
場）

を
明
確
に
す
る。
●111111111111,L
序
論
で
述べ
る。
一

IIIIIIIIII
 

0
自
分
の
立
場
を
読
み
手
に
説
術
さ
せ
る
（
根
拠）

を
挙
げ
る。IIIIIIIII‘
 

〇
挙
げ
た
根
拠
の
中
か
ら、

書
き
や
す
い
も
の
を
選
ぶ。
●＇』
本
嘩
で
述べ
る。
一

IIIIIIIIII
 

0
こ
れ
ら
を
整
理
し、

基
本
構
成
に
従
っ
て
書
い
て
い
く。

序
論
の
書
き
出

し
は
次
の
よ
う
に
す
る
と
よ
い。

私
は
ー
に
反
対
（
賛
成）
で
あ
る。
な
ぜ
な
ら
【
根
拠】
だ
か
ら
で
あ
る。

私
は
死
刑
制
度
に
賛
成
で
あ
る。
な
ぜ
な
ら、
国
民
の
多
数
が
支
持
す
る
背
一

景
に
は、

杜
会
の
安
全
と
秩
序
維
持
に
対
す
る
強
い
願
い
が
あ
る
と
考
え
る

か
ら
で
あ
る。

Lふり'`

②
問
題
解
決
型

0
設
問
か
ら
何
に
対
す
る
（
解
決
策）

を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
理
解
す
る。

0
な
ぜ、
そ
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
か、
そ
の
（
原
因）
を
挙
げ
る。
•'i

IIIIIIIII・

｀
 

〇
原
因
の
（
解
決
策）
を
複
数
挙
げ
る。

一
本
論
で
述ぺ
る。
一`

 

〇
挙
げ
た
解
決
策
の
中
か
ら、

実
現
可
能
な
も
の
を
選
ぶ。

IIIIIIIIII

-
I

夫
婦
別
姓
に
つ
い
て
賛
成
か、

反
対
か、

あ
な
た
の
意
見
を
述
べ
な
さ
い。
（
四
0
0
字）

「石l

一

闇
バ
イ
ト
が
問
題
と
な
っ
て
い
る。
あ
な
た
な
り
の
解
決
策
を
次
の
手
顛
に
従
っ
て
考
え
な
さ

、
。し

一

①
何
に
対
す
る
解
決
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か、

答
え
な
さ
い。

一

②
な
ぜ
闇
バ
イ
ト
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
か、
そ
の
原
因
を
挙
げ
な
さ
い。

一

③
②
で
挙
げ
た
原
因
に
つ
い
て、

解
決
策
を
い
く
つ
か
書
き
な
さ
い。

一

④
③
で
挙
げ
た
解
決
策
の
中
か
ら
実
現
可
能
な
も
の
を
選
び、

書
き
出
し
な
さ
い。

一

固
m
i
田
ま
で
の
解
答
を
ふ
ま
え、

基
本
構
成
に
従
っ
て
四
0
0
字
以
内
で
あ
な
た
の
考
え
を

一

述
べ
な
さ
い。

0
こ
れ
ら
を
整
理
し、

基
本
構
成
に
従
っ
て
書
い
て
い
く。

序
論
で
は
解
決

す
る
問
題
と
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
る
と
よ
い。
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0-4 欝題▽型9j1論文

a
共
通

（
し
か
し）
・
だ
が・
と
こ
ろ
が

接
統
語

◎
課
題
文
型
小
論
文
…
課
題
文
を
読
解
し、

筆
者
に
対
す
る
意
見
を
述
べ
る
小
論
文。

〇
課
題
文
型
小
論
文
を
書
く
手
顛

0
課
題
文
を
読
み、（
事
実
の
説
明）
か、（
筆
者
の
主
張）
が
あ
る
か
を
把
握
す
る。

〇
設
問
か
ら、

何
に
つ
い
て
答
え
る
の
か
読
み
取
る。
こ
の
と
き、

説
明
文
で
あ

れ
ば
（
解
決
策）

を
考
え、

筆
者
の
主
弘
が
あ
る
場
合
は
（
賛
成
か
反
対
か）

の
立
場
を
と
り、

自
分
の
主
張
を
考
え
る。

〇
説
明
文
で
あ
れ
ば
実
現
可
能
な
（
解
決
策）

を、

筆
者
の
主
張
が
あ
る
場
合
は

自
分
の
立
場
を
説
得
す
る
た
め
の
（
根
拠）
を
挙
げ
る。

0
こ
れ
ら
を
整
理
し
基
本
構
成
に
従
っ
て
書
い
て
い
く。

〇
筆
者
の
主
張
を
探
す
ポ
イ
ン
ト・・・
筆
者
の
主
観
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
と
接
続
語
に
注

意
し
て
読
解
す
る。

①
キ
ー
ワ
ー
ド
の
探
し
方
…
箪
者
の
感
情
や
考
え
を
表
す
表
現
を
探
す。

t

 

LJ象`

 

②
注
目
す
べ
き
接
続
語：・
順
接、

逆
説、

補
足
の
接
続
語
の
後
に
箪
者
の
主
張
が

粒
き
や
す
い。

特
に、

逆
説
の
後
に
は
重
要
な
内
容
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い。

（
！
だ
ろ
う）
（
！
す
べ
き
だ）
（
ー
と
考
え
る）
（
ー
と
思
う）

前
と
は
逆
の
こ
と
を
述
べ
る。
後
ろ
に
続
け
て
重
要
な
こ
と

を
述
べ
る
場
合
が
多
い。

ー

次
の
文
章
を
読
み

読
書
の
重
要
性
に
つ
い
て
あ
な
た
の
考
え
を
四
0
0
字
以
内
で
述
べ
な
さ

近
年、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
プ
レ
ッ
ト
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
の
普
及
に
よ
り、

読
書
の
機
会
が
減
少
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す。
し
か
し、

私
は
読
出
が
持
つ
煎
変

な
役
割
や
そ
の
効
果
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す。

ま
ず、

読
書
は
知
識
を
増
や
す
た
め
の
基
本
的
な
手
段
の
―
つ
で
す。

古
代
か
ら
現
代

に
い
た
る
ま
で、

書
籍
は
人
類
の
知
恵
と
経
験
を
蓄
積
し、

伝
逹
す
る
た
め
の
蚊
も
爪
袈
5

な
メ
デ
ィ
ア
の
―
つ
で
し
た。
例
え
ば、

科
学
技
術、

歴
史、

文
学、

哲
学
な
ど、

多
岐

に
わ
た
る
分
野
の
知
識
は
書
籍
を
通
じ
て
広
く
共
有
さ
れ、

発
展
し
て
き
ま
し
た。

私
自

身
も、

学
生
時
代
に
読
ん
だ
数
々
の
教
科
書
や
参
考
書
か
ら
得
た
知
識
が、

今
で
も
日
祢

生
活
や
仕
事
に
お
い
て
役
立
っ
て
い
ま
す。

ま
た、

読
書
は
視
野
を
広
げ
る
た
め
の
有
効
な
手
段
で
も
あ
り
ま
す。

異
な
る
文
化
や
10

時
代
背
景
を
持
つ
著
者
の
作
品
を
読
む
こ
と
で、

自
分
自
身
が
知
ら
な
か
っ
た
世
界
を
知

る
こ
と
が
で
き、

自
分
の
視
点
を
多
角
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す。
例
え
ば、

外
国
文

学
を
読
む
こ
と
で
他
国
の
文
化
や
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き、

理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す。

私
自
身
も、

旅
行
に
行
く
前
に
そ
の
国
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
の
書
範
を

読
む
こ
と
で、

旅
行
先
で
の
経
験
が
よ
り
豊
か
に
な
っ
た
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
す。

15

さ
ら
に、

読
書
は
想
像
力
を
豊
か
に
す
る
効
果
も
あ
り
ま
す。
小
説
や
詩
な
ど
の
文
学

作
品
を
読
む
こ
と
で、

読
者
は
作
者
が
描
く
世
界
を
頭
の
中
で
想
像
し、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

や
場
面
を
思
い
描
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す。
こ
れ
に
よ
り、
創
造
的
な
思
考
が
刺
激
さ
れ、

感
受
性
が
豊
か
に
な
り
ま
す。

私
も、

子
ど
も
の
頃
に
読
ん
だ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小
説
の
影

響
で、

豊
か
に
想
像
力
を
養
う
こ
と
が
で
き、

そ
れ
が
現
在
の
仕
事
に
お
け
る
創
造
的
な
20

ア
イ
デ
ア
の
源
泉
と
な
っ
て
い
ま
す。

こ
の
よ
う
に、

読
書
に
は
知
識
の
習
得、

視
野
の
拡
大、

想
像
力
の
向
上
な
ど、

多
く

の
利
点
が
あ
り
ま
す。
し
か
し、

現
代
社
会
に
お
い
て
は、

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
影
秤

で
読
書
の
機
会
が
減
少
し
が
ち
で
す。

忙
し
い
日
常
生
活
の
中
で
も、

時
間
を
見
つ
け
て

は
た
ら
き

●»

（
こ
の
よ
う
に）
・
つ
ま
り

前
の
内
容
を
ま
と
め
る。

前
の
内
容
に
対
し
て、
そ
の
当
然
の
結
果
や
結
論
が
来
る
こ

と
を
表
す。

一

次
の
文
章
を
読
み、

あ
な
た
の
考
え
を
手
順
に
従
っ
て
考
え
な
さ
い。

一

令
和
三
年
度
の
国
土
交
通
省
の
調
査
に
よ
れ
ば、

公
園
に
対
す
る
市
民
の
期
待
が
変
化

一

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た。
2
0
0
7
年
か
ら
2
0
2
1
年
に
か
け
て、
「
快
適

一

で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点」
と
し
て
の
役
割
へ
の
期
待
が
顕
著
に
増
加
し
た。
そ
の

―

一
方
で、
「
ビ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
や
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
貢
献」
に
関
す
る

一

期
待
は
減
少
傾
向
を
示
し
た。

一

こ
の
よ
う
な
価
値
観
の
変
化
を
踏
ま
え、

今
後
の
公
園
整
備
に
お
い
て
は、

社
会
ニ
ー

一

ズ
に
即
し
た
新
た
な
在
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い。

一

①
課
題
文
中
の
筆
者
の
主
張
を
抜
き
出
し
な
さ
い。
な
い
場
合
は
「
な
し」
答
え
よ。

一

②
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か、

あ
な
た
の
考
え
を
書
き
な
さ
い。

一

③
②
で
答
え
た
課
題
に
対
し
て、

そ
の
原
因
を
考
え、

書
き
な
さ
い。

一

④
②
の
課
題
に
対
し、

実
現
可
能
な
解
決
策
を
書
き
な
さ
い。

一

国
①
ー
④
を
ふ
ま
え、

あ
な
た
の
考
え
を
四
0
0
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い。

読
書
を
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
し、

積
極
的
に
取
り
入
れ
る
努
力
を
す
べ
き
で
す。
ぉ

私
自
身
も、

毎
日
の
通
勤
時
間
を
利
用
し
て
読
書
を
続
け
る
こ
と
で、

多
く
の
知
識
や
新

し
い
視
点
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す。

（
し
た
が
っ
て）
•
そ
の
た
め

ゆ
え
に

·》

〈
共
通〉

課
題
文
型
小
論
文
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0-4 欝題▽型9j1論文

a
共
通

（
し
か
し）
・
だ
が・
と
こ
ろ
が

接
統
語

◎
課
題
文
型
小
論
文
…
課
題
文
を
読
解
し、

筆
者
に
対
す
る
意
見
を
述
べ
る
小
論
文。

〇
課
題
文
型
小
論
文
を
書
く
手
顛

0
課
題
文
を
読
み、（
事
実
の
説
明）
か、（
筆
者
の
主
張）
が
あ
る
か
を
把
握
す
る。

〇
設
問
か
ら、

何
に
つ
い
て
答
え
る
の
か
読
み
取
る。
こ
の
と
き、

説
明
文
で
あ

れ
ば
（
解
決
策）

を
考
え、

筆
者
の
主
弘
が
あ
る
場
合
は
（
賛
成
か
反
対
か）

の
立
場
を
と
り、

自
分
の
主
張
を
考
え
る。

〇
説
明
文
で
あ
れ
ば
実
現
可
能
な
（
解
決
策）

を、

筆
者
の
主
張
が
あ
る
場
合
は

自
分
の
立
場
を
説
得
す
る
た
め
の
（
根
拠）
を
挙
げ
る。

0
こ
れ
ら
を
整
理
し
基
本
構
成
に
従
っ
て
書
い
て
い
く。

〇
筆
者
の
主
張
を
探
す
ポ
イ
ン
ト・・・
筆
者
の
主
観
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
と
接
続
語
に
注

意
し
て
読
解
す
る。

①
キ
ー
ワ
ー
ド
の
探
し
方
…
箪
者
の
感
情
や
考
え
を
表
す
表
現
を
探
す。

t

 

LJ象`

 

②
注
目
す
べ
き
接
続
語：・
順
接、

逆
説、

補
足
の
接
続
語
の
後
に
箪
者
の
主
張
が

粒
き
や
す
い。

特
に、

逆
説
の
後
に
は
重
要
な
内
容
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い。

（
！
だ
ろ
う）
（
！
す
べ
き
だ）
（
ー
と
考
え
る）
（
ー
と
思
う）

前
と
は
逆
の
こ
と
を
述
べ
る。
後
ろ
に
続
け
て
重
要
な
こ
と

を
述
べ
る
場
合
が
多
い。

ー

次
の
文
章
を
読
み

読
書
の
重
要
性
に
つ
い
て
あ
な
た
の
考
え
を
四
0
0
字
以
内
で
述
べ
な
さ

近
年、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
プ
レ
ッ
ト
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
の
普
及
に
よ
り、

読
書
の
機
会
が
減
少
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す。
し
か
し、

私
は
読
出
が
持
つ
煎
変

な
役
割
や
そ
の
効
果
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す。

ま
ず、

読
書
は
知
識
を
増
や
す
た
め
の
基
本
的
な
手
段
の
―
つ
で
す。

古
代
か
ら
現
代

に
い
た
る
ま
で、

書
籍
は
人
類
の
知
恵
と
経
験
を
蓄
積
し、

伝
逹
す
る
た
め
の
蚊
も
爪
袈
5

な
メ
デ
ィ
ア
の
―
つ
で
し
た。
例
え
ば、

科
学
技
術、

歴
史、

文
学、

哲
学
な
ど、

多
岐

に
わ
た
る
分
野
の
知
識
は
書
籍
を
通
じ
て
広
く
共
有
さ
れ、

発
展
し
て
き
ま
し
た。

私
自

身
も、

学
生
時
代
に
読
ん
だ
数
々
の
教
科
書
や
参
考
書
か
ら
得
た
知
識
が、

今
で
も
日
祢

生
活
や
仕
事
に
お
い
て
役
立
っ
て
い
ま
す。

ま
た、

読
書
は
視
野
を
広
げ
る
た
め
の
有
効
な
手
段
で
も
あ
り
ま
す。

異
な
る
文
化
や
10

時
代
背
景
を
持
つ
著
者
の
作
品
を
読
む
こ
と
で、

自
分
自
身
が
知
ら
な
か
っ
た
世
界
を
知

る
こ
と
が
で
き、

自
分
の
視
点
を
多
角
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す。
例
え
ば、

外
国
文

学
を
読
む
こ
と
で
他
国
の
文
化
や
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き、

理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す。

私
自
身
も、

旅
行
に
行
く
前
に
そ
の
国
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
の
書
範
を

読
む
こ
と
で、

旅
行
先
で
の
経
験
が
よ
り
豊
か
に
な
っ
た
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
す。

15

さ
ら
に、

読
書
は
想
像
力
を
豊
か
に
す
る
効
果
も
あ
り
ま
す。
小
説
や
詩
な
ど
の
文
学

作
品
を
読
む
こ
と
で、

読
者
は
作
者
が
描
く
世
界
を
頭
の
中
で
想
像
し、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

や
場
面
を
思
い
描
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す。
こ
れ
に
よ
り、
創
造
的
な
思
考
が
刺
激
さ
れ、

感
受
性
が
豊
か
に
な
り
ま
す。

私
も、

子
ど
も
の
頃
に
読
ん
だ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小
説
の
影

響
で、

豊
か
に
想
像
力
を
養
う
こ
と
が
で
き、

そ
れ
が
現
在
の
仕
事
に
お
け
る
創
造
的
な
20

ア
イ
デ
ア
の
源
泉
と
な
っ
て
い
ま
す。

こ
の
よ
う
に、

読
書
に
は
知
識
の
習
得、

視
野
の
拡
大、

想
像
力
の
向
上
な
ど、

多
く

の
利
点
が
あ
り
ま
す。
し
か
し、

現
代
社
会
に
お
い
て
は、

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
影
秤

で
読
書
の
機
会
が
減
少
し
が
ち
で
す。

忙
し
い
日
常
生
活
の
中
で
も、

時
間
を
見
つ
け
て

は
た
ら
き

●»

（
こ
の
よ
う
に）
・
つ
ま
り

前
の
内
容
を
ま
と
め
る。

前
の
内
容
に
対
し
て、
そ
の
当
然
の
結
果
や
結
論
が
来
る
こ

と
を
表
す。

一

次
の
文
章
を
読
み、

あ
な
た
の
考
え
を
手
順
に
従
っ
て
考
え
な
さ
い。

一

令
和
三
年
度
の
国
土
交
通
省
の
調
査
に
よ
れ
ば、

公
園
に
対
す
る
市
民
の
期
待
が
変
化

一

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た。
2
0
0
7
年
か
ら
2
0
2
1
年
に
か
け
て、
「
快
適

一

で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点」
と
し
て
の
役
割
へ
の
期
待
が
顕
著
に
増
加
し
た。
そ
の

―

一
方
で、
「
ビ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
や
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
貢
献」
に
関
す
る

一

期
待
は
減
少
傾
向
を
示
し
た。

一

こ
の
よ
う
な
価
値
観
の
変
化
を
踏
ま
え、

今
後
の
公
園
整
備
に
お
い
て
は、

社
会
ニ
ー

一

ズ
に
即
し
た
新
た
な
在
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い。

一

①
課
題
文
中
の
筆
者
の
主
張
を
抜
き
出
し
な
さ
い。
な
い
場
合
は
「
な
し」
答
え
よ。

一

②
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か、

あ
な
た
の
考
え
を
書
き
な
さ
い。

一

③
②
で
答
え
た
課
題
に
対
し
て、

そ
の
原
因
を
考
え、

書
き
な
さ
い。

一

④
②
の
課
題
に
対
し、

実
現
可
能
な
解
決
策
を
書
き
な
さ
い。

一

国
①
ー
④
を
ふ
ま
え、

あ
な
た
の
考
え
を
四
0
0
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い。

読
書
を
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
し、

積
極
的
に
取
り
入
れ
る
努
力
を
す
べ
き
で
す。
ぉ

私
自
身
も、

毎
日
の
通
勤
時
間
を
利
用
し
て
読
書
を
続
け
る
こ
と
で、

多
く
の
知
識
や
新

し
い
視
点
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す。

（
し
た
が
っ
て）
•
そ
の
た
め

ゆ
え
に

·》

〈
共
通〉

課
題
文
型
小
論
文

11 10 
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衆譲院譲員総選挙における年代別投票率（抽出）の推移

a
共
通

芹
師

臣
49

3
 

ロ

曲
48

9

3

 

『

38lll

[
nky

誓

口
プ30蔵代

-60蔵代

47.4 

-
I

次
の
グ
ラ
フ
は
「
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
け
る
年
代
別
投
漂
率
（
抽
出）
の
推
移」
を
表
し

て
い
る 。
特
徴
を
読
み
取
り 、

投
漂
率
を
あ
げ
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か 、
あ
な
た
の

滋
見
を
四
0
0
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い 。

ある商品の価格と取引量

35001＿価格（円）
＿取引量（償I

3000 
取2500

i 2：：疇顧。7
： 

,--------�---------------------

:o 資料の単位は個、円、日。 ： 1 ,1 0 価格は上昇煩向。取引口Iよ月によって差があり、1
I I 

： 傾向はみられない。 ’ 
, : 
! e 2022 年 1 月より、価格の下落が2度発生。 1 
： ＇ 

I O取引量の減少が原因か、などと考える。 ： 
------------------------------' 

価
格（
円）

155
150
145
140
135
130
125
120
 

◎
資
料
読
解
型
小
論
文
…

表
や
グ
ラ
フ
な
ど
の
資
料
を
読
み
解
き 、

そ
れ
に
対
す
る
設

問
に
解
答
す
る
小
論
文 。

〇
資
料
読
解
型
小
論
文
を
翡
く
手
順

0
与
え
ら
れ
た
資
料
の
（
単
位）

や
（
数
値）
を
確
認
す
る 。

0
（
全
体
の
傾
向）
を
把
握
す
る 。
棒
グ
ラ
フ
は
（
数
量）
を 、
円
グ
ラ
フ
は
（
割
合）

を 、

折
れ
線
グ
ラ
フ
は
（
変
化）
を
表
す 。

0
大
き
な
差
な
ど 、
（
特
微
的）

な
部
分
を
見
つ
け
る 。

〇
読
み
取
っ
た
特
徴
の
背
景
に
あ
る
事
象
を
考
え
る 。
複
数
の
資
料
が
あ
る
場
合

は 、

組
み
合
わ
せ
て
比
較
し 、

何
が
言
え
る
か
考
え
る 。

0
基
本
構
成
に
従
っ
て
書
い
て
い
く 。
序
論
で
は
読
み
取
っ
た
特
徴
を 、

本
論
で

は
設
問
へ
の
答
え
を
述
べ
る
と
よ
い 。

〈
共
通〉

資
料
読
解
型
小
論
文

·》

平均寿命と合計特殊出生率の推移

2.5 

0.5 

園命

r

寿均
―
―

-E

平
）歳

性
（

女
命寿均平性男

87.091 90 

70 

0 60 
1970 80 90 2000 10 20 22 年

（出典：「日本国勢図会 2024/25」より弊社作成）

-
騒a

,

一

次
の
グ
ラ
フ
は
日
本
の
平
均
寿
命
と
合
計
特
殊
出
生
率
の
推
移
を
表
し
た
も
の
で
あ
る 。
次
の

一

問
い
に
答
え
な
さ
い 。
な
お 、

合
計
特
殊
出
生
率
と
は
十
五
歳
か
ら
四
九
歳
ま
で
の
女
性
の
年

一

齢
別
出
生
率
を
合
計
し
た
も
の
で 、
一
人
の
女
性
が一
生
の
間
に
産
む
子
ど
も
の
数
を
示
す
指

一

標
で
あ
る 。

一

①
男
性
お
よ
び
女
性
の
平
均
寿
命
は
ど
う
変
化
し
て
い
る
か 、
答
え
な
さ
い 。

一

⑰
合
計
特
殊
出
生
率
は
ど
う
変
化
し
て
い
る
か 、

答
え
な
さ
い 。

一

③
山・
②
で
読
み
取
っ
た
特
徴
を
ふ
ま
え 、
な
ぜ 、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か 、

一

そ
の
原
因
を
考
え
て
答
え
な
さ
い 。

―

④
①
i

③
を
ふ
ま
え 、
日
本
社
会
の
課
題
に
つ
い
て
あ
な
た
な
り
の
解
決
策
を
四
0
0
字
以
内

一

で
述
べ
な
さ
い 。
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ID
国
際・
法・
政
治
経
済・
社
会
系

〇
知
識
の
習
得

著
作
権
…
創
作
的
な
表
現
の
創
作
者
に
与
え
ら
れ
る
独
占
的
な
権
利。

知
的
財
産
基
本
法
…
2
0
0
3
年
に
施
行
さ
れ
た、

知
的
財
産
の
創
造、

保
護、

活
用
に
関
す
る
基
本
理
念・
事
項
を
定
め
た
法
律゚

生
成
A
1
：・
文
章
や
画
像、
音
声、
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ド
な
ど
を
生
成
で
き
る
A
I。
ヽ

◎
テ
ー
マ
型
小
論
文
を
書
く
手
顛

問
題
解
決
那

0
設
問
か
ら
何
に
対
す
る
解
決
策
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
理
解
す
る。

0
な
ぜ、

そ
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
か、

そ
の
原
因
を
挙
げ
る。
●＇

5

IIIIIIIII‘
 

｀
 

〇
原
因
の
解
決
策
を
複
数
挙
げ
る。

—
本
1要
で
述べ
る。
一`
 

IIIIIIIIII
 

〇
挙
げ
た
解
決
策
の
中
か
ら、

実
現
可
能
な
も
の
を
選
ぶ。

0
こ
れ
ら
を
整
理
し、

基
本
構
成
に
従
っ
て
書
い
て
い
く。
序
論
で
は
解
決
す
る

問
題
と
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
る
と
よ
い。

ヽ

ノ

〇
テ
ー
マ
型
小
論
文
…
あ
る
テ
ー
マ
が
与
え
ら
れ、

そ
の
解
決
策
を
述
べ
る
小
論
文。

ど
ち
ら
か
の
立
場
を
選
択
す
る
意
見
対
立
型
や
問
題
の
解
決
策

を
述
べ
る
問
題
解
決
型
な
ど
が
あ
る。

〈
国
際・
法・
政
治
経
済・
社
会
系〉

A
1
と
人
間
の
創
作
活
動

ノ

◎
テ
ー
マ
型
小
論
文
…
あ
る
テ
ー
マ
が
与
え
ら
れ、

そ
の
解
決
策
を
述
べ
る
小
論
文。

ど
ち
ら
か
の
立
場
を
選
択
す
る
意
見
対
立
塑
や
問
題
の
解
決
策

を
述
べ
る
問
題
解
決
型
な
ど
が
あ
る。

〇
テ
ー
マ
型
小
諭
文
を
書
く
手
順

問
題
解
決
刑

0
設
問
か
ら
何
に
対
す
る
解
決
策
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
理
解
す
る。

0
な
ぜ、

そ
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
か、

そ
の
原
因
を
挙
げ
る。
●'i
11,.
 

｀
 

〇
原
因
の
解
決
策
を
複
数
挙
げ
る。

―
本弓嘩
で
述ぺ
る。
一`
 

IIIIIIIIII
 

〇
挙
げ
た
解
決
策
の
中
か
ら、

実
現
可
能
な
も
の
を
選
ぶ。

0
こ
れ
ら
を
整
理
し、

基
本
構
成
に
従
っ
て
書
い
て
い
く。
序
論
で
は
解
決
す
る

問
題
と
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
る
と
よ
い。

〇
知
識
の
習
得

・
オ
ー
パ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
：
「
観
光
公
害」
と
言
わ
れ、
訪
問
客
が
増
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て、

地
元
住
民
の
生
活
や
自
然
環
境、

そ
し
て
観

光
客
自
身
に
も
悪
影
秤
を
及
ぽ
す
状
況
の
こ
と。

・
イ
ン
パ
ウ
ン
ド
…
洵
外
か
ら
外
国
人
が
訪
れ
る
旅
行
に
関
す
る
経
済
活
動
の
こ
と。

・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
…
将
来
の
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
損
な
う
こ
と
な
く、

現

在
の
観
光
客
と
受
け
入
れ
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
満
た

す
観
光。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
対
義
と
な
る

考
え
方。

・
観
光
税
：．
観
光
客
の
増
加
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備、

環
境
保

全
な
ど
の
費
用
を
賄
う
た
め
の
税。

〈
国
際・
法・
政
治
経
済・
社
会
系〉

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

i-
I
国
日
閲
＂
ロ

一

近
年、

日
本
国
内
の
観
光
地
に
お
い
て
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
問
題
と
な
っ
て
い
る。
銀
光

一

客
の
増
加
は
経
済
効
果
を
も
た
ら
す一
方
で、

池
域
住
民
の
生
活
へ
の
影
轡
は
深
刻
だ。
あ
な

た
が
考
え
る、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
住
民
の
生
活
へ
の
影
碧
を
あ
げ、

そ
の
間

一

題
に
対
す
る
具
体
的
な
対
策
を
提
案
し
な
さ
い。
（
八
0
0
字）

-
騒
a

,
＿
―-
·

g＿

-

A
I
は、

人
間
の
創
作
活
動
を
支
援
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て、

あ
る
い
は
新
た
な
表
現
を
JI
み
出

一

す
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て、

様
々
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る。
A
I
と
人
間
の
創
作
活
動
は、

今

―

後
ど
の
よ
う
に
共
存
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
か。
著
作
権
の
問
題
に
も
触
れ
な
が
ら、

あ

一

な
た
の
考
え
る
未
来
像
を
論
じ
な
さ
い。
（
八
0
0
字）
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ID
国
際・
法・
政
治
経
済・
社
会
系

〇
知
識
の
習
得

著
作
権
…
創
作
的
な
表
現
の
創
作
者
に
与
え
ら
れ
る
独
占
的
な
権
利。

知
的
財
産
基
本
法
…
2
0
0
3
年
に
施
行
さ
れ
た、

知
的
財
産
の
創
造、

保
護、

活
用
に
関
す
る
基
本
理
念・
事
項
を
定
め
た
法
律゚

生
成
A
1
：・
文
章
や
画
像、
音
声、
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ド
な
ど
を
生
成
で
き
る
A
I。
ヽ

◎
テ
ー
マ
型
小
論
文
を
書
く
手
顛

問
題
解
決
那

0
設
問
か
ら
何
に
対
す
る
解
決
策
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
理
解
す
る。

0
な
ぜ、

そ
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
か、

そ
の
原
因
を
挙
げ
る。
●＇

5

IIIIIIIII‘
 

｀
 

〇
原
因
の
解
決
策
を
複
数
挙
げ
る。

—
本
1要
で
述べ
る。
一`
 

IIIIIIIIII
 

〇
挙
げ
た
解
決
策
の
中
か
ら、

実
現
可
能
な
も
の
を
選
ぶ。

0
こ
れ
ら
を
整
理
し、

基
本
構
成
に
従
っ
て
書
い
て
い
く。
序
論
で
は
解
決
す
る

問
題
と
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
る
と
よ
い。

ヽ

ノ

〇
テ
ー
マ
型
小
論
文
…
あ
る
テ
ー
マ
が
与
え
ら
れ、

そ
の
解
決
策
を
述
べ
る
小
論
文。

ど
ち
ら
か
の
立
場
を
選
択
す
る
意
見
対
立
型
や
問
題
の
解
決
策

を
述
べ
る
問
題
解
決
型
な
ど
が
あ
る。

〈
国
際・
法・
政
治
経
済・
社
会
系〉

A
1
と
人
間
の
創
作
活
動

ノ

◎
テ
ー
マ
型
小
論
文
…
あ
る
テ
ー
マ
が
与
え
ら
れ、

そ
の
解
決
策
を
述
べ
る
小
論
文。

ど
ち
ら
か
の
立
場
を
選
択
す
る
意
見
対
立
塑
や
問
題
の
解
決
策

を
述
べ
る
問
題
解
決
型
な
ど
が
あ
る。

〇
テ
ー
マ
型
小
諭
文
を
書
く
手
順

問
題
解
決
刑

0
設
問
か
ら
何
に
対
す
る
解
決
策
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
理
解
す
る。

0
な
ぜ、

そ
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
か、

そ
の
原
因
を
挙
げ
る。
●'i
11,.
 

｀
 

〇
原
因
の
解
決
策
を
複
数
挙
げ
る。

―
本弓嘩
で
述ぺ
る。
一`
 

IIIIIIIIII
 

〇
挙
げ
た
解
決
策
の
中
か
ら、

実
現
可
能
な
も
の
を
選
ぶ。

0
こ
れ
ら
を
整
理
し、

基
本
構
成
に
従
っ
て
書
い
て
い
く。
序
論
で
は
解
決
す
る

問
題
と
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
る
と
よ
い。

〇
知
識
の
習
得

・
オ
ー
パ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
：
「
観
光
公
害」
と
言
わ
れ、
訪
問
客
が
増
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て、

地
元
住
民
の
生
活
や
自
然
環
境、

そ
し
て
観

光
客
自
身
に
も
悪
影
秤
を
及
ぽ
す
状
況
の
こ
と。

・
イ
ン
パ
ウ
ン
ド
…
洵
外
か
ら
外
国
人
が
訪
れ
る
旅
行
に
関
す
る
経
済
活
動
の
こ
と。

・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
…
将
来
の
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
損
な
う
こ
と
な
く、

現

在
の
観
光
客
と
受
け
入
れ
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
満
た

す
観
光。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
対
義
と
な
る

考
え
方。

・
観
光
税
：．
観
光
客
の
増
加
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備、

環
境
保

全
な
ど
の
費
用
を
賄
う
た
め
の
税。

〈
国
際・
法・
政
治
経
済・
社
会
系〉

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

i-
I
国
日
閲
＂
ロ

一

近
年、

日
本
国
内
の
観
光
地
に
お
い
て
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
問
題
と
な
っ
て
い
る。
銀
光

一

客
の
増
加
は
経
済
効
果
を
も
た
ら
す一
方
で、

池
域
住
民
の
生
活
へ
の
影
轡
は
深
刻
だ。
あ
な

た
が
考
え
る、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
住
民
の
生
活
へ
の
影
碧
を
あ
げ、

そ
の
間

一

題
に
対
す
る
具
体
的
な
対
策
を
提
案
し
な
さ
い。
（
八
0
0
字）

-
騒
a

,
＿
―-
·

g＿

-

A
I
は、

人
間
の
創
作
活
動
を
支
援
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て、

あ
る
い
は
新
た
な
表
現
を
JI
み
出

一

す
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て、

様
々
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る。
A
I
と
人
間
の
創
作
活
動
は、

今

―

後
ど
の
よ
う
に
共
存
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
か。
著
作
権
の
問
題
に
も
触
れ
な
が
ら、

あ

一

な
た
の
考
え
る
未
来
像
を
論
じ
な
さ
い。
（
八
0
0
字）
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2-6 非認知能力

し
れ
な
い」
と
原
因
を
分
析
し、

計
画
を
修
正
す
る。
こ
れ
は、

目
標
達
成
の
プ
ロ
セ
ス

を
客
観
的
に
評
価
し、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
例
だ。
対
照
的
に、
メ
タ
認
知
が
低
い
人
は、

目
標
達
成
が
う
ま
く
い
か
な
い
と、
「
自
分
は
意
志
が
弱
い
か
ら
だ」
と
自
己
批
判
に
陥
り

や
す
く、
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
諦
め
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い。

25

こ
の
よ
う
に、
メ
タ
認
知
は
自
己
成
長
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
関
わ
っ
て
い
る。
メ
タ
認

知
能
力
を
高
め
る
こ
と
は、

自
己
理
解
を
深
め、

目
標
を
達
成
し、

自
信
を
持
ち、

生
涯

に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
た
め
の
基
盤
と
な
る。

メ
タ
認
知
と
は、

自
分
自
身
の
認
知
プ
ロ
セ
ス
（
考
え
る、

感
じ
る、

記
憶
す
る、

学

ぶ
な
ど）

を
客
観
的
に
捉
え、

評
価
し、
調
整
す
る
能
力
で
あ
る。
い
わ
ば、
「
自
分
が
ど
30

の
よ
う
に
考
え、

学
び、

行
動
し
て
い
る
か
を
認
識
し、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力」
と
言

え
る。
メ
タ
認
知
は、

自
己
成
長
の
羅
針
盤
で
あ
り、

私
た
ち
が
よ
り
充
実
し
た
人
生
を

送
る
た
め
の
道
筋
を
示
し
て
く
れ
る、

高
次
な
自
己
認
識
能
力
な
の
で
あ
る。

a
教
育・
人
文
系

〇
知
識
の
習
得

非
認
知
能
力
…
知
識
や
知
能
以
外
の
能
力。
忍
耐
力、

感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
カ、

共
感
性
な
ど。

認
知
能
力
…
知
識
や
知
能
に
関
連
す
る
点
数
化
で
き
る
能
力。
I
Q
や
学
カ
テ
ス

ト
の
ス
コ
ア
な
ど。

自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
カ
：
自
分
の
感
情
や
行
動
を
管
理
し、

目
標
に
む
か
っ
て
行

動
す
る
能
力。

グ
リ
ッ
ト
…
長
期
間
に
わ
た
っ
て
困
難
に
対
処
し、

目
標
に
む
か
っ
て
粘
り
強
く

努
力
す
る
力。

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
…
自
分
の
能
力
や
知
性
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方。

ヽ�

〇
課
題
文
型
小
論
文
を
書
く
手
順

0
課
題
文
を
読
み、

事
実
の
説
明
か、
筆
者
の
主
張
が
あ
る
か
を
把
握
す
る。

〇
設
問
か
ら、

何
に
つ
い
て
答
え
る
の
か
読
み
取
る。
こ
の
と
き、

説
明
文
で
あ

れ
ば
解
決
策
を
考
え、

侑
者
の
主
張
が
あ
る
場
合
は
賛
成
か
反
対
か
の
立
場
を

と
り、

自
分
の
主
張
を
考
え
る。

〇
説
明
文
で
あ
れ
ば
実
現
可
能
な
解
決
策
を、

筆
者
の
主
張
が
あ
る
場
合
は
自
分

の
立
場
を
説
得
す
る
た
め
の
根
拠
を
挙
げ
る。

0
こ
れ
ら
を
整
理
し
基
本
構
成
に
従
っ
て
書
い
て
い
く。

◎
課
題
文
型
小
論
文
…
課
題
文
を
読
解
し、

筆
者
に
対
す
る
意
見
を
述
べ
る
小
論
文。

メ
タ
認
知
は、
自
己
成
長
を
促
す
上
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す。
自
己
成
長
と
は、

自
己
理
解
を
深
め、

自
己
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
し、
よ
り
充
実
し
た
人
叶
を
送

る
た
め
の
継
続
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る。
メ
タ
認
知
は、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
各
段
階
で、

自
己
を
客
観
的
に
見
つ
め、

成
長
の
方
向
性
を
定
め、

具
体
的
な
行
動
を
促
す
強
力
な
ツ

ー
ル
と
な
る。

自
己
理
解
の
促
迎
に
お
い
て、
メ
タ
認
知
は
自
己
認
識
の
深
化
に
貢
献
す
る。
例
え
ば、

あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
に
自
分
の
発
表
を
振
り
返
る
と

し
よ
う。

単
に
「
う
ま
く
話
せ
な
か
っ
た」
と
落
ち
込
む
の
で
は
な
く、
メ
タ
認
知
を
活

用
す
れ
ば、
「
早
口
に
な
り
す
ぎ
て
聞
き
取
り
に
く
か
っ
た
の
で
は
な
い
か」
「
資
料
の
構

成
が
分
か
り
に
く
か
っ
た
の
で
は
な
い
か」
「
聴
衆
の
反
応
を
十
分
に
観
察
で
き
て
い
な
か
10

っ
た
の
で
は
な
い
か」
と
い
っ
た
具
体
的
な
問
題
点
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る。
こ
れ
は、

自
分
の
思
考
パ
タ
ー
ン、

行
動
傾
向
を
客
観
的
に
分
析
し
て
い
る
状
態
だ。
一
方、
メ
タ

認
知
が
不
足
し
て
い
る
場
合
は、
「
自
分
は
プ
レ
ゼ
ン
が
苦
手
だ」
と
一
般
化
し
て
し
ま
い、

具
体
的
な
改
善
策
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
ま
ま、

自
己
肯
定
感
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
る。

5

目
標
設
定
と
達
成
の
局
面
で
も、
メ
タ
認
知
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す。
例
え
ば、

ダ

イ
エ
ッ
ト
を
例
に
と
ろ
う。
メ
タ
認
知
が
高
い
人
は、
「一
ヶ
月
で
五
キ
ロ
痩
せ
る」
と
い

っ
た
無
謀
な
且
標
で
は
な
く、
「
仙
日
三
0
分
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る」
「
間
食
を
減
ら
す」

と
い
っ
た
現
実
的
で
具
体
的
な
目
標
を
設
定
す
る。
さ
ら
に、
日
々
の
食
事
内
容
や
運
動

量
を
記
録
し、

体
韮
の
変
化
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る。
も
し
体
重
が
減
ら
な
け
れ
ば、
「
連
20

動
量
が
足
り
な
い
の
か
も
し
れ
な
い」
「
食
事
の
カ
ロ
リ
ー
計
算
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
も

-
騒a

,
＿
-―

-

h
ヒ
-
―

一

次
の
文
序
を
読
み、
メ
タ
認
知
の
重
要
性
を
考
え、
ど
の
よ
う
に
そ
の
能
力
を
身
に
つ
け
れ
ば

一

よ
い
か、

あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い。
（
六
0
0
字）

〈
教
育・
人
文
系〉

非
認
知
能
力
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2-6 非認知能力

し
れ
な
い」
と
原
因
を
分
析
し、

計
画
を
修
正
す
る。
こ
れ
は、

目
標
達
成
の
プ
ロ
セ
ス

を
客
観
的
に
評
価
し、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
例
だ。
対
照
的
に、
メ
タ
認
知
が
低
い
人
は、

目
標
達
成
が
う
ま
く
い
か
な
い
と、
「
自
分
は
意
志
が
弱
い
か
ら
だ」
と
自
己
批
判
に
陥
り

や
す
く、
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
諦
め
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い。

25

こ
の
よ
う
に、
メ
タ
認
知
は
自
己
成
長
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
関
わ
っ
て
い
る。
メ
タ
認

知
能
力
を
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め
る
こ
と
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解
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メ
タ
認
知
と
は、

自
分
自
身
の
認
知
プ
ロ
セ
ス
（
考
え
る、

感
じ
る、

記
憶
す
る、

学

ぶ
な
ど）

を
客
観
的
に
捉
え、

評
価
し、
調
整
す
る
能
力
で
あ
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い
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「
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が
ど
30

の
よ
う
に
考
え、

学
び、

行
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認
識
し、
コ
ン
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ロ
ー
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る
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言

え
る。
メ
タ
認
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自
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成
長
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羅
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あ
り、

私
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ち
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よ
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充
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し
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人
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を

送
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た
め
の
道
筋
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し
て
く
れ
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高
次
な
自
己
認
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能
力
な
の
で
あ
る。
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〇
知
識
の
習
得

非
認
知
能
力
…
知
識
や
知
能
以
外
の
能
力。
忍
耐
力、

感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
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な
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認
知
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知
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力。
I
Q
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学
カ
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ス

ト
の
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な
ど。

自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
カ
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管
理
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行
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す
る
能
力。

グ
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長
期
間
に
わ
た
っ
て
困
難
に
対
処
し、

目
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す
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マ
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ッ
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方。
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課
題
文
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小
論
文
を
書
く
手
順

0
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事
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主
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あ
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る。
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こ
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◎
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論
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に
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か
10

っ
た
の
で
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い
か」
と
い
っ
た
具
体
的
な
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目
標
設
定
と
達
成
の
局
面
で
も、
メ
タ
認
知
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す。
例
え
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ダ

イ
エ
ッ
ト
を
例
に
と
ろ
う。
メ
タ
認
知
が
高
い
人
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ヶ
月
で
五
キ
ロ
痩
せ
る」
と
い

っ
た
無
謀
な
且
標
で
は
な
く、
「
仙
日
三
0
分
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る」
「
間
食
を
減
ら
す」

と
い
っ
た
現
実
的
で
具
体
的
な
目
標
を
設
定
す
る。
さ
ら
に、
日
々
の
食
事
内
容
や
運
動

量
を
記
録
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体
韮
の
変
化
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
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も
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体
重
が
減
ら
な
け
れ
ば、
「
連
20

動
量
が
足
り
な
い
の
か
も
し
れ
な
い」
「
食
事
の
カ
ロ
リ
ー
計
算
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
も
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一

次
の
文
序
を
読
み、
メ
タ
認
知
の
重
要
性
を
考
え、
ど
の
よ
う
に
そ
の
能
力
を
身
に
つ
け
れ
ば

一

よ
い
か、

あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い。
（
六
0
0
字）
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図2 事故種別ごとの救急搬送人員

その他 7人
4.9� ’易
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技
術・
情
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環
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系

（出典：「歩きスマホ等に係る事故に注意！」東京消防庁より弊杜作成）
https:/ /www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/lfe/nichijo/mobile.html 
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そ
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る
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論
文 。
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読
解
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論
文
を
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く
手
顛

0
与
え
ら
れ
た
資
料
の
単
位
や
数
値
を
確
認
す
る 。

0
全
体
の
傾
向
を
把
握
す
る 。
棒
グ
ラ
フ
は
数
量
を 、

円
グ
ラ
フ
は
割
合
を 、

折

れ
線
グ
ラ
フ
は
変
化
を
表
す 。

0
大
き
な
差
な
ど 、

特
徴
的
な
部
分
を
見
つ
け
る 。

〇
読
み
取
っ
た
特
徴
の
背
景
に
あ
る
事
象
を
考
え
る 。
複
数
の
資
料
が
あ
る
場
合

は 、

組
み
合
わ
せ
て
比
較
し 、

何
が
言
え
る
か
考
え
る 。

0
基
本
構
成
に
従
っ
て
書
い
て
い
く 。
序
論
で
は
読
み
取
っ
た
特
徴
を 、

本
論
で

は
設
問
へ
の
答
え
を
述
べ
る
と
よ
い 。

〇
知
識
の
習
得

・
ス
マ
ホ
依
存
…

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
過
剰
使
用
で 、

日
常
生
活
や
健
康
に
支
障
を

き
た
す
状
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・
個
人
の
自
由
…

技
術
的
制
限
は 、
こ

の
自
由
と
公
共
の
安
全
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
て
い
く 。

・
人
間
工
学
…

ユ
ー

ザ
ー

の
安
全
性
や
効
率
性
を
高
め
る
た
め
に
設
計
さ
れ
た
デ
バ

イ
ス
や
仕
組
み 。

•
A
R
（
拡
張
現
実）
…

現
実
世
界
を
立
体
的
に
読
み
取
り 、

仮
想
的
に
拡
弘
す
る

技
術 。

部
屋
の
中
で
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
か
ざ
す
と
固
面
上
に
家
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が
現
れ
る 。

図l 年齢区分別救急搬送人貝
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一

次
の
図一
か
ら
三
は
あ
る
年
の
東
京
消
防
庁
に
よ
る
「
歩
き
ス
マ
＊」
に
関
す
る
調
査
結
果
の

―
一
部
で
あ
る 。
図
を
参
考
に
「
歩
き
ス
マ
＊」
に
よ
る
事
故
を
技
術
で
防
JI
す
る
に
は
ど

の
よ

一

う
な
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
か 、

技
術
で
解
決
す
る
是
非
を
含
め 、
あ
な
た
の
意
見
を
述
べ
な
さ
い 。
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r 
〇
知
識
の
習
得

骨
量
減
少：．
骨
密
度
が
低
下
す
る
こ
と 。
骨
粗
楳
症
や
骨
折
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る 。

低
出
生
体
重
児
…

出
生
時
の
体
重
が
二
五
0
0
グ
ラ
ム
未
満
の
新
生
児 。
健
康
リ

ス
ク
が
多
い 。

免
疫
力
…

体
が
病
原
体
に
対
抗
す
る
能
力 。
栄
Y蕊
バ
ラ
ン
ス
が
免
疫
力
を
悲
め
る 。

B
M
_
…

身
長
と
体
重
か
ら
算
出
さ
れ
る 、

肥
満
度
を
表
す
世
界
共
通
の
体
格
指

数 。
二
ニ
が
標
準
と
さ
れ
て
い
る 。

ヽ�

◎
テ
ー

マ
型
小
論
文
を
書
く
手
顛

問
題
解
決
那

0
設
問
か
ら
何
に
対
す
る
解
決
策
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
理
解
す
る 。

0
な
ぜ 、

そ
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
か 、

そ
の
原
因
を
挙
げ
る 。
●＇

5

IIIIIIIII‘
 

｀

 

〇
原
因
の
解
決
策
を
複
数
挙
げ
る 。

—
本
1要
で
述べ
る 。
一`
 

IIIIIIIIII

〇
挙
げ
た
解
決
策
の
中
か
ら 、

実
現
可
能
な
も
の
を
選
ぶ 。

0
こ
れ
ら
を
整
理
し 、

基
本
構
成
に
従
っ
て
書
い
て
い
く 。
序
論
で
は
解
決
す
る

問
題
と
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
る
と
よ
い 。

ヽ

ノ

〇
テ
ー

マ
型
小
論
文
…

あ
る
テ
ー

マ
が
与
え
ら
れ 、

そ
の
解
決
策
を
述
べ
る
小
論
文 。

ど
ち
ら
か
の
立
場
を
選
択
す
る
意
見
対
立
型
や
問
題
の
解
決
策

を
述
べ
る
問
題
解
決
型
な
ど
が
あ
る 。

ノ

◎
資
料
読
解
型
小
論
文
…

表
や
グ
ラ
フ
な
ど
の
資
料
を
読
み
解
き 、

そ
れ
に
対
す
る
設

問
に
解
答
す
る
小
論
文 。

〇
資
料
読
解
型
小
論
文
を
翡
く
手
順

0
与
え
ら
れ
た
資
料
の
単
位
や
数
値
を
確
認
す
る 。

0
全
体
の
傾
向
を
把
握
す
る 。
棒
グ
ラ
フ
は
数
量
を 、

円
グ
ラ
フ
は
割
合
を 、

折

れ
線
グ
ラ
フ
は
変
化
を
表
す 。

0
大
き
な
差
な
ど 、
特
微
的
な
部
分
を
見
つ
け
る 。

〇
読
み
取
っ
た
特
徴
の
背
景
に
あ
る
事
象
を
考
え
る 。
複
数
の
資
料
が
あ
る
場
合

は 、

組
み
合
わ
せ
て
比
較
し 、

何
が
言
え
る
か
考
え
る 。

0
基
本
構
成
に
従
っ
て
書
い
て
い
く 。
序
論
で
は
読
み
取
っ
た
特
徴
を 、

本
論
で

は
設
問
へ
の
答
え
を
述
べ
る
と
よ
い 。

〇
知
識
の
習
得

・
健
稟
寿
命
：

病
気
や
障
が
い
が
な
く 、

自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
期

間 。

•
平
均
寿
命
…

一
定
の
年
齢
に
達
し
た
人
々
が
平
均
し
て
生
き
る
と
予
測
さ
れ
る
年

数 。

•
生
活
の
質
(
Q
O
L
Quali
ty
o
f
 

Li
f
e
)

…
健
康 、

満
足
感
な
ど 、

生
活
の
全
体

的
な
質 。

・
地
域
包
括
ケ
ア・・・
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で 、

医
療 、

介
護 、

住
ま
い 、
生

活
支
援
な
ど
を
地
域
の
様
々
な
人
や
機
関
が
連
携
し
て
支
え
る

仕
組
み 。

・
社
会
保
障
制
度
：・

社
会
的
な
安
全
網
を
提
供
す
る
制
度 。
年
金 、

医
療
保
険 、

介

護
保
険
な
ど 。ID

医
療・
保
健・
看
護•
福
祉
系
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＿
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一

若
年
女
性
の
「
や
せ」
は 、

骨
が
弱
く
な
る 、

低
体
重
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
や
す
い
な
ど
の

一

リ
ス
ク
等
と
の
関
連
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る 。
日
本
の
二
0
歳
代
及
び
三
0
歳
代
女
性

一

の
「
や
せ」
の
割
合
は 、

中
長
期
的
に
は
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る 。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏

一

ま
え 、

現
在
の
日
本
人
の
食
生
活
に
対
す
る
あ
な
た
の
意
見
を
述
べ
な
さ
い 。
（＇ハ
0
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次
の
資
料
を
参
考
に 、

平
均
寿
命
と
他
康
寿
命
の
差
か
ら
生
じ
る
問
題
に
つ
い
て 、

あ
な
た
の

一

考
え
を
述
べ
な
さ
い 。
（
四
0
0
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